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1　はじめに
　近年、看護学の進歩や看護活動領域の拡大に伴い、
わが国における看護関係文献量は、急速に増加してい
る。
　研究者であれ、実践家であれ、今日的な看護関係情
報を効率よく収集するためには、特に活字情報を収集
するための文献検索技術を駆使することが望ましい。
　看護を学びつつある学習者にも、同じことが言える。
　本校では、新カリキュラムの教育目標の1つに、
「学習を発展させる方法がわかり、問題意識をもって
取り組む」とあげている。これは、看護に対する社会
のニーズの変化に対応するための継続的な自己学習能
力の育成をめざしたものである。ここで言う自己学習
能力とは、看護に対する問題意識に動機づけられ、自
主的に看護を追究してゆく方法を合わせもった学習能
力のことを意味する。そして、この看護を追究する学
習方法の1つが文献検索技術である。
　さて、ほとんどの学生は、文献検索技術に関する教
育を受けずに入学する。大学生に関する多くの実態調
査が明らかにするように、本校の学生にも、次のよう
な図書室利用の実態が広くみられる。
　1．書籍を探す場合、カード目録を調べず一冊一冊
　　　の本の背表紙を見て回る。
　2．特定の主題について雑誌文献を探す場合、専門
　　　誌のバックナンバーを一冊づっ直接開いてみて
　　　いる。
　3．常備している二次資料は、ほとんど使用されて
　　　いない。
　こうした実態に対し、本校では表1に示すような、
3三＿エル　　　　’，蝿を実施している。
　　『温品ぺ恥留ヅ　　　　　（平成元年度の場合）
表1．本校教育課程における文献検索学習の実施状況
学年（回生）　　科目名 時間数・時期 学習内容・方法
第1学年1科目外：学習方法
i第26回生ジオリエンテ＿シ。ン
3時間
T　月
　　　　ヤ＼蒼燗?沁早@の代表2種によ
骼蜻阨ﾊ文献検索体験
第2学年
i第25回生）看護研究　1
15時間
X月～12月
国内二次資料多種による主題
ﾊ文献検索演習とレポート作成
第3学年
i第24回生）
英　　　語　　四
3時間
@10月
国外二次資料（英字）による
蜻阨ﾊ文献検索演習
　本稿では、平成元年度2年生を対象にした看護研
究1における授業で実施した文献検索演習について
報告する。
　皆様の御意見・御指導をいただきたい。
皿　看護研究1授業概要
　1．目的；継続的な自己学習能力を高めるために、
　　　　　自己の問題意識に基づく学習方法を学ぶ。
　2．目標：1）看護に関するマニュアル用の主な二
　　　　　　　次資料とその特徴を理解する。
　　　　　2）マニュアルによる主題別文献検索技
　　　　　　　術を身につける。
　　　　　3）文献情報の整理方法を知る。
　　　　　4）看護における文献の意義について考
　　　　　　　える。
　3．期間：平成元年9月7日～12月22日
4．時間数：15時間（10回）
5．対象学生：2年生（第25回生）76名
　　　　　　　　　　　　　　　（2クラス編成）
　6．学習過程：（表2参照）
表2．　学　習　過　程
回数
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10下
学　　習　　内　　容
看護における主な国内二次資料の種類と
特長、および凡例。
文献情報の整理：文献リストと文献カード
主題別文献検索演習およびレポート作成
　　（看護に関する自由主題を設定し、関連
　　文献を検索し、1～4についてレポ
　　ートする。）
1．主題設定の理由・動機（400字以内）
2．検索した関連文献リスト
．3検索文献の要約（1件につき400字以
　　　内5件以上）
4．検索文献の批評（1200字以内）
ま　と　め
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皿1学習状況および結果
　第3回～第9回の主題別文献検索演習では、次のよ
うな学習状況・結果であった。
　1．自由主題の設定
　自由主題は、塾関し左もQであれば何でもよい
ことにし、各且の問題意識に応じて自由に設定させた。
ただし、文献検索に適した主題になるまで具体化させ、
なおかつ本校図書室の蔵書で対応できそうな主題を奨
励した。その結果、表3に示す主題が設定された。
6．
7．
8．
9．
10．
11．
人工肛門関係文献集
臨床看護研究文献集（1981年版～1983年版）
本校図書室作成の主要看護雑誌別総目次
医学中央雑誌累積版
　（シリーズ22看護学・リハビリテーション）
看護技術文献総索引
r看護』総索引
表3．　自由主題の分野別文園
表5．ひとりあたりの二次資料の使用種類良
主　　題　　の　　分　　野
1．
2．
3．
4．
5．
6．
保健・看護論、保健・看護史に関するも
の
看護および保健の制度・組織に関するもの
基本的看護・技術に関するもの
患者の徴候・心理・行動に関するもの
成人・小児・母性・老人の保健・看護に関
するもの
家庭看護・訪問看護・リハビリテーショ
ンに関するもの
人数
2名
3名
26名
11名
27名
7名
　主題設定の動機は、第1期実習での看護体験による／』
るものが最も多く（50名）、次いで家族や知人の病1
気に基づくもの（9名）、その他授業で興味をもったり、
以前より関心があったものがきっかけとなっている。
　主題の成否についての感想を聞いてみると、多くの
学生が、ノr自分ゐ興味ある主題を選択できたので調
鑑睾際震欝詰論餐疑業翼畿誹で
　　　　　　　　　　　　　のコリ　ゆコの収拾がつかず、主題を訂正してやり直しをした」
　「支献がなぐ何度もやり直しをし、最後にはやる気が
なくなった」という学生もいた。
　2．二次資料の使用範囲と凡例の理解
　演習で使用された二次資料は、表4に示す約11種
にのぼり、1人あたりの使用数は表5の通りであった。
種類数 人数 種類数 人数
0種類
P種類
Q種類
　1名
Q8名
Q6名
3種類
S種類
@不明
15名
@1名
T名
表4．使用された二次資料名と使用頻度の順位
順位 二　次　資　料　名
1． 生活行動援助の文献集（第1巻、第渦巻）
2． 日本看護関係文献集（第1巻～第20巻）
3． 日本看護学会研究論文総索引
4．『 最新看護索引　’87
5． 老人看護文献集（第1巻～第4巻）
　各二次資料の凡例に対する理解は、ほとんどの学生
は「だいたいできた」と述べている。　しかし、1～2種類
の二次資料しか使用していない学生が多く、使用しな
い二次資料の利用方法を体験できずに終わっている。
　このような；次資料を文献検索のツールとして使っ
た感想を、学生は次のように述べてい一6　。．＿．～．
　「文献集を使えば、知りたいものだけ選択して学べ
るし、自分の知りたいことに関する資料がいろいろ集
められる」「文献を見つけるキーワードは多様にあり、
それらをいくつか試みることが大切だ」　　・一
　3．文献情報の整理、要約、批評
　主題が決定し、文献検索を開始すると、関連文献が
集められる。参考になる文献はコピーをとり、内容を
読むことになる。このときの記録用紙に図1．2を使う
ようすすめているQ
　図1．は、二次資料で探しあてた関連文献名を書いて、
所蔵を確認するためのリストとして用いる。すぐに入
手できない文献であっても、リストとして保管し、他
の図書館に探しに行く時に用いることもある。
　図2は、入手した文献の大意を要約する際の記録用
紙として使い、カード形式にして保管することもでき
る。学生の多くは、文献のコピーをとっただけで読ん
だと錯覚し、理解しないまま貯め込む。それに対し、
簡単に要旨をメモする習慣をつけることは、後で文献
を利用する際の参考にもなる。
　学生は、演習を通して図1を全員利用し、図2をひ
とり平均4～5枚書いている。
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図1文献リスト團コ証＝團＝匿＝＝＝＝コ図2文献カード 〈雑誌用＞　ral
課　　題 項臼
標　　題 課　　題
著　　者 標　　題
誌　　名 巻号 巻愈ol．）　聯． 著　　者
ペ　一　ジ 年月 年　　月発行i 誌　　名 巻号 巻α砿）　号（慮．）
二次資料名 文献庵 ペ　一　ジ 年月 年　　月発行
所　　蔵 結果　有・無　点検　　　　　1 二次資料名 文献廠
所　　蔵
標　　題
著　　者 1
　　　、　　、
@　”べ／　・ノ　　　　　　　　㌧
誌　　名 一号 巻α・D　聯．1
ペ　一　ジ 年月 年　　　月発行
二次資料名 文献廠
所　　蔵 結果　有・無　点検 姦　2
標　　題
著　　者
誌　　名 巻号 巻（v。D　　号％）
ペ　一　ジ 年月 年　　月発行
二次臼料名 文編
所　　葛 結果　有・無　点検
　文献の要旨をまとめる作業に入る頃から「面白くな
り出した」と述べている学生が多い。
　しかし、「他者の論文を要約することや批評は難し
い」と、ほとんどの学生が述べている。
4．一連の演習全体を通して
　学生の多くは、「このような文献検索学習をもっと
活用してゆけば、自己の知識の拡大へとつながる」
と述べている。
IV　考　察
　演習の目的である自己学習能力を高めるために、学
生の問題意識から主題を設定させたことは、効果的で
あった。文献検索の作業が面倒でも、自分の興味・関
器ζ朧驚梵1平面驚挙試慧
が不適切で成果があがらないことは、意欲を失わせる
要因になるので、車亭亭定時にもっと適切な修正指導
をする必要がある。
　自己学習能力における学習方法の1つとしての文献
検索技術の習得に関しては、二次資料の必要性を理解
できたものの、目的に応じて使いこなすまでは至って
いない。それぞれの二次資料の特長を理解し、目的に
合った種類を選択し、複数の二次資料を併用すること
により、検索は充実する。学生の多くは、1～2種類
しか使用せず、、演習中、主題に適さない二次資料を使
用しているものも多くいた　をよく理
解できていないことが最大の原因と思われる。また、
キーワードが多様にあり、多角的に検索する必要性に
気づいた者も少ない。検索におけるヰー7詫藁垂
が指導できていなかったためであろう。
　検索文献の要約と批評は、文献の良否を知り、無自
覚・無批判に文献を信じる姿勢をなくすために重要な
作業である・ただ・学塁些起まで論説文の論評をあ
ま堕体験していな上』そのため、他人の考えと自分の
考えとの区別を自覚していない。要約や批評を「難し
叫一と述べる学生力移塾の懸、．こうした自分の考えの
V　おわりに
文献検索演習指導を担当して、さらに今後の課題と
して次の3点を検討したいと考えている。
　1．図書館・情報学の見地から教授法の軍夫・改善
　　をする。
　2．図書室の蔵書形成や検索ツールの充実や他の
　　図書館との相互協力をはかるなどの図書室環境
　　の整備・拡大をはかる。
　3．広く教育課程全般において文献検索技術の活用
　　をはかり、追究的な自己学習を継続させる。
　　　　　　　　　　　　　　（参考文献記載省略）
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